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02令和4年11月1日 第181号

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

条
　
例

南知多町太陽光発電設備の設置等に関する条例
の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町漁業集落排水事業の設置等に関する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

南知多町漁業集落排水施設の設置及び管理に関
する条例の全部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び
期末手当に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

南知多町特別職の職員で常勤のものの給与及び
旅費に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の定年等に関する条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町職員の定年の引上げ等に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予
　
算

令和４年度南知多町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度南知多町師崎港駐車場事業特別会計
補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度南知多町水道事業会計補正予算（第３
号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

人権擁護委員の推薦について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の購入について（タブレット端末機器90台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
　
願

「日本政府に、世界平和統一家庭連合との関係を断
ち切り被害防止及び救済を求める意見書」の採択
を求める請願

不採
択 × × × × × × × × × × ×

発
　
議

南知多町議会委員会に関する条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通学路に信号機を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

予
算 令和４年度南知多町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

　12月定例議会は12月６日から11日間の会期で開催し、人権擁護委員の推薦を始め
議案13件、請願１件、発議２件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

　１０月臨時会は１０月３１日、１日間の会期で開催し、令和４年度南知多町一般会計補
正予算（第７号）を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

12月定例会

みなみちた議会だより 令和5年2月1日 第182号03 02



02令和4年11月1日 第181号みなみちた議会だより 令和5年2月1日 第182号03 02



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
12
月
９
日
に
文
教
厚
生
委
員
会
、

同
13
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
開
催

し
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。

補
正
予
算

▼
一
般
会
計
（
第
８
号
）

問　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
り
作
成
さ

れ
た
記
事
は
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
形
で

公
開
さ
れ
る
の
か
。

答　
３
月
末
ま
で
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
順
次
公
開
す
る
。
広
報
紙
や
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い

く
。

問　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
は
何
台
購

入
し
、
そ
の
使
い
方
は
ど
の
よ
う
に
す

る
の
か
。

答　
20
台
購
入
予
定
で
、
要
保
護
・
準

要
保
護
の
児
童
・
生
徒
に
貸
し
出
す
。

問　
制
服
リ
ボ
ン
の
購
入
は
、
毎
年
購

入
し
支
給
す
る
の
か
。

答　
中
学
校
統
合
の
た
め
令
和
５
年
に

限
り
、
新
２
・
３
年
生
の
女
子
生
徒
に

つ
い
て
町
が
購
入
す
る
。

条
例
関
係

▼
南
知
多
町
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

問　
協
定
の
不
履
行
が
生
じ
た
場
合
、

町
長
の
責
任
範
囲
は
ど
こ
ま
で
か
。

答　
町
長
は
事
業
者
に
対
し
指
導
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
お

り
、
町
が
事
業
者
と
地
域
住
民
等
の
中

に
入
っ
て
話
し
合
い
を
行
い
、
指
導
す

る
。

問　
罰
則
規
定
を
付
さ
な
い
理
由
は
な

に
か
。

答　
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
で
は
、
条
例
を
含
む
法

令
に
違
反
し
た
場
合
、
国
は
指
導
・
勧

告
を
行
い
、
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
事
業
者

の
氏
名
等
も
公
表
さ
れ
、
事
業
者
に

と
っ
て
の
不
利
益
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

罰
則
規
定
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え

る
。

▼
南
知
多
町
漁
業
集
落
排
水
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て問　
使
用
料
の
改
正
に
よ
り
、
一
般
家

庭
で
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
影
響
が
あ
る

か
。

答　
１
か
月
あ
た
り
約
２
０
１
円
の
値

上
げ
と
な
る
。

▼
南
知
多
町
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問　
定
年
延
長
が
始
ま
る
と
人
件
費
が

ふ
く
れ
上
が
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
人
件
費
を
削
減
す
る
方
針
は
あ
る

か
。

答　
明
確
な
方
針
は
な
い
が
、
第
７
次

南
知
多
町
総
合
計
画
の
行
財
政
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
中
で
、
方
針
・
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

委
員
会
審
査
報
告

▲復旧が進まない太陽光発電施設跡地（内海）

みなみちた議会だより 令和5年2月1日 第182号05 04
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みなみちた議会だより 令和5年2月1日 第182号07 06

一般質問
3 人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

◦ 

片
山
　
陽
市

　 •

報
酬
と
報
償
の
区
別
を
わ
か
り
や
す
く

　 •

答
弁
の
行
方
に
つ
い
て

◦ 

吉
原
　
一
治

　 •

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

◦ 
内
田
　 

保

　 •
南
知
多
町
が
反
社
会
的
団
体
「
旧
統
一
協
会
」
と
の
関
係
を

 

　
　 
絶
つ
た
め
に

　 •
安
心
し
て
利
用
し
や
す
い
介
護
保
険
事
業
に
す
る
た
め
に

　 •

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
に
向
け
て
の
配
慮
を

　 •

会
計
年
度
任
用
職
員
の
安
定
雇
用
を



片
かた

山
やま

　陽
よう

市
いち

 議員

▶
不
適
切
に
設
置
さ
れ
た
シ
ャ
ワ
ー
施
設

報
酬
と
報
償
の
区
別
と
は

予
算
通
り
支
払
う
報
酬
と
出
席

者
の
み
支
払
う
報
酬
の
違
い
は
何
か
。

高
田
総
務
部
長

　
日
額
で
決
ま
っ
て
い
る
委
員
に
は
、

出
席
し
た
場
合
の
み
支
払
っ
て
い
る
。

月
額
や
年
額
で
支
給
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
全

額
支
払
っ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
報
酬
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
等
が
縮
小
さ
れ
て

い
て
も
全
額
支
払
う
の
は
な
ぜ
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
活
動
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
促
進
や
指
導
、
会

議
や
行
事
等
へ
の
参
加
や
協
力
と

な
っ
て
い
る
。
報
酬
は
条
例
で
定
め

ら
れ
た
と
お
り
月
額
で
支
払
っ
て
お

り
活
動
の
大
小
等
に
よ
り
報
酬
額
を

変
え
る
も
の
で
は
な
い
。

人
権
擁
護
委
員
や
民
生
・
児
童

委
員
の
報
償
は
、
活
動
内
容
か
ら
す

る
と
低
す
ぎ
る
と
思
う
が
増
額
で
き

る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
法
律
に
よ
り
給
与
を
支
給
し
な
い

と
さ
れ
、
活
動
に
対
す
る
費
用
弁
償

を
報
償
費
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

増
額
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い
な
い
。

ご
み
資
源
化
対
策
事
業
報
償
は

何
に
対
し
て
の
報
償
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
団
体
が
自
主
的
に
行

う
家
庭
か
ら
出
る
新
聞
雑
誌
等
の
資

源
回
収
に
対
し
１
㎏
当
た
り
３
円
を

謝
礼
と
し
て
支
払
う
も
の
と
、
分
別

収
集
の
立
ち
当
番
等
の
協
力
に
対
し

地
区
の
人
口
１
人
当
た
り
80
円
を
謝

礼
と
し
て
支
払
う
も
の
が
あ
る
。

営
農
計
画
書
作
成
報
償
は
、
何

に
対
す
る
報
償
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　
営
農
計
画
書
は
、
水
田
の
所
有
者

や
耕
作
者
が
作
成
す
る
も
の
で
、
生

産
組
合
長
が
、
調
査
対
象
者
に
対
し

て
記
入
方
法
の
指
導
等
を
行
っ
た
役

務
に
対
し
て
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
は
、
改

正
等
が
な
け
れ
ば
開
催
し
な
い
の
か
。

高
田
総
務
部
長

　
国
の
改
正
状
況
を
踏
ま
え
、
議
員

報
酬
の
額
、
町
長
・
副
町
長
お
よ
び

教
育
長
の
給
料
の
額
に
関
す
る
条
例

を
改
正
す
る
場
合
に
開
催
す
る
。

答
弁
の
そ
の
後
に
つ
い
て

平
成
30
年
６
月
議
会
で
質
問
し

た
「
暫
定
用
途
地
域
解
消
」
の
進
捗

状
況
は
ど
う
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長　

　
内
海
第
二
地
区
・
豊
浜
地
区
お
よ

び
山
海
地
区
に
つ
い
て
は
、
解
消
条

件
の
同
意
数
を
達
成
し
た
の
で
、
令

和
５
年
度
中
に
用
途
変
更
の
都
市
計

画
を
決
定
し
た
い
。
大
井
地
区
は
、

現
況
が
山
林
と
な
っ
て
い
る
た
め
地

元
説
明
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
内
海
駅
北
地
区
は
、
す
で
に
市

街
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
市
街
化
区

域
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

令
和
元
年
６
月
議
会
で
質
問
し

た
「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
」
の
そ

の
後
の
状
況
は
ど
う
か
。

高
田
総
務
部
長

　
平
成
30
年
度
に
納
税
通
知
書
が
納

税
義
務
者
に
届
か
な
い
53
件
の
う
ち
、

５
件
に
つ
い
て
解
消
し
た
。
し
か
し
、

令
和
４
年
度
現
在
、
納
税
義
務
者
が

不
明
の
件
数
は
、
72
件
と
増
加
し
て

い
る
。令

和
４
年
６
月
議
会
で
質
問
し

た
「
海
岸
利
用
」
に
つ
い
て
「
シ
ャ

ワ
ー
施
設
の
撤
去
を
指
示
し
撤
去
を

確
認
し
た
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
再
設
置
さ
れ
利
用
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
の
確
認
は
必
要

な
い
の
か
。

滝
本
建
設
経
済
部
長

　

直
近
に
お
い
て
再
度
現
場
確
認
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
設
置
さ
れ
て
い
た

の
で
強
く
撤
去
の
指
示
を
行
っ
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
利
用
が

さ
れ
る
よ
う
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

Q

A

報
酬
を
全
額
支
払
う
基
準
は

年
額
・
月
額
の
場
合
は
、
満
額
支
払
う
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
は
、
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
感
染
を
防
ぐ
ワ

ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
８
年
以
上
中
止

し
て
い
た
積
極
的
勧
奨
を
、
令
和
４

年
４
月
に
再
開
す
る
よ
う
全
国
の
自

治
体
に
通
知
し
た
。
再
開
の
経
緯
は

「
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
と
有
効
性
に

関
す
る
知
見
を
整
理
し
直
し
、
国
民

の
理
解
を
得
る
た
め
の
広
報
を
進
め

た
」
と
の
こ
と
だ
が
、
積
極
的
勧
奨

再
開
に
当
た
り
、
本
町
の
対
象
者
お

よ
び
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
予
診
票

の
個
別
送
付
の
状
況
は
ど
う
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
令
和
４
年
４
月
、
定
期
接
種
の
標

準
的
な
接
種
時
期
で
あ
る
中
学
１
年

生
か
ら
高
校
１
年
生
相
当
の
女
子
を

持
つ
保
護
者
全
員
、
２
５
３
人
に
対

し
て
、
積
極
的
勧
奨
再
開
の
個
別
通

知
を
送
付
し
た
。
積
極
的
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を
逃
し
た

３
５
８
人
に
対
し
て
も
、
３
年
間
は

時
限
的
に
全
額
公
費
負
担
で
接
種
を

受
け
ら
れ
る
「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接

種
」
の
個
別
通
知
を
送
付
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
者
に
対

し
て
、
接
種
を
検
討
、
判
断
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
提
供
と
、
接
種
後

の
体
調
変
化
へ
の
適
切
な
相
談
支
援

体
制
や
医
療
体
制
は
、
ど
の
よ
う
な

連
携
を
図
っ
て
い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
接
種
を
検
討
、
判
断
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
た
個
別
通
知
の
ほ
か
、
町
広
報
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
積
極
的

勧
奨
再
開
に
よ
り
、
改
め
て
検
討
、

判
断
を
働
き
か
け
て
い
る
。
接
種
後

の
体
調
変
化
に
対
し
て
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
て
相
談
先
一
覧
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
地
区
医
師
会
の
会
議

の
場
に
お
い
て
情
報
交
換
や
意
見
交

換
を
行
い
、
医
療
体
制
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
に
つ
い
て
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
よ
る
予
防
だ
け
で
な

く
、
定
期
検
診
が
非
常
に
大
切
で
あ

る
。
定
期
健
診
の
普
及
啓
発
の
推
進

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

他
の
が
ん
検
診
と
同
様
に
、
町
の
会

場
で
実
施
す
る
集
団
検
診
と
、
個
別

医
療
機
関
で
実
施
す
る
個
別
検
診
に

よ
り
受
診
を
推
進
し
て
い
る
。
乳
が

ん
検
診
と
セ
ッ
ト
で
受
診
で
き
る

コ
ー
ス
や
、
女
性
限
定
の
受
診
日
を

設
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

に
お
い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
子
宮

頸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
周
知
を
図

り
、
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
積
極
的
勧
奨
再
開
に
際
し
、
接

種
の
検
討
、
判
断
が
で
き
る
情
報
に

接
す
る
機
会
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
ど
の

よ
う
な
情
報
提
供
を
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
な
ど

が
含
ま
れ
る
Ａ
類
定
期
接
種
に
つ
い

て
は
、
対
象
者
は
接
種
を
受
け
る
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
接
種
を
強
要
す

る
も
の
で
は
な
い
。
小
学
校
、
中
学

校
の
場
で
情
報
提
供
す
る
場
合
、
個

人
の
意
思
で
接
種
を
決
定
す
る
と
い

う
面
に
お
い
て
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー

ト
な
問
題
で
あ
る
。情
報
提
供
に
は
、

町
広
報
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
個
別

通
知
を
中
心
に
行
い
、
小
学
校
、
中

学
校
で
の
情
報
提
供
は
考
え
て
い
な

い
。

Q

A

接
種
機
会
を
逃
し
た
対
象
者
へ
の
対
応
は

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
通
知
を
送
る

吉
よし

原
はら

　一
かず

治
はる

 議員
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南
知
多
町
が
旧
統
一
協
会
と
の

関
係
を
絶
つ
た
め
に

ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
の
行
事
を
受
け

入
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、町
長
は「
旧

統
一
協
会
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
た
が
、
地
元
か
ら
の
要
請

も
あ
り
、
承
知
し
た
」
と
答
え
た
。

そ
の
後
、
旧
統
一
協
会
は
多
く
の
被

害
者
を
出
し
、
人
権
侵
害
や
違
法
行

為
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
実
質
的
に

広
告
塔
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な
被
害

を
広
げ
た
事
実
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

石
黒
町
長

　
行
事
の
内
容
が
平
和
と
地
域
清
掃

活
動
だ
っ
た
た
め
受
け
入
れ
た
。
私

が
広
告
塔
に
な
り
、
被
害
者
を
増
や

し
、
加
害
行
為
を
助
長
し
た
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

地
方
自
治
体
は
旧
統
一
協
会
と

今
後
一
切
係
わ
る
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。
町
長
は
、
旧
統
一
協
会
に
対

し
て
、
現
在
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。石

黒
町
長

　
現
在
ま
さ
し
く
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
下
で
、
慎
重
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

安
心
し
て
利
用
し
や
す
い

介
護
保
険
事
業
に
す
る
た
め
に　

第
８
期
介
護
保
険
の
基
金

の
積
み
上
げ
が
令
和
４
年
度
に

２
億
９
９
０
万
円
を
超
え
て
い
る
。

第
８
期
計
画
時
に
残
し
た
基
金
で
約

３
２
０
円
安
く
で
き
た
の
に
、
５
千

円
の
ま
ま
に
し
た
こ
と
を
反
省
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
わ
な
い
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
中
長
期
的
に
安
定
し
た
介
護
保
険

事
業
の
運
営
を
考
慮
し
、
保
険
料
を

据
え
置
い
た
こ
と
は
適
切
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

介
護
認
定
者
に
寄
り
添
っ
た
障

害
者
控
除
自
動
認
定
に
変
え
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
愛
知
県
内
の
約
半
数
の
市
町
村
が

障
害
者
控
除
の
対
象
者
に
対
し
て
認

定
書
を
送
付
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
今
後
、
障
害
者
控
除
の

対
象
者
へ
の
認
定
書
の
送
付
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

社
会
に
む
け
て
の
配
慮
を　
　

「
多
様
性
を
認
め
合
う
」
と
し

て
い
る
南
知
多
町
の
総
合
計
画
等
に

基
づ
き
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

を
導
入
し
、
性
的
少
数
者
等
の
権
利

擁
護
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

高
田
総
務
部
長

　
本
町
に
お
い
て
も
県
内
お
よ
び
近

隣
市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

男
性
用
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品

や
使
用
済
み
の
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
な
ど

を
廃
棄
で
き
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
が
本
町
に
も
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

高
田
総
務
部
長

　
社
会
教
育
施
設
の
一
部
に
す
で
に

設
置
し
て
い
る
。
多
く
の
町
民
が
利

用
す
る
公
共
施
設
の
男
性
ト
イ
レ
に

順
次
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

安
定
雇
用
を

役
場
職
員
の
業
務
遂
行
や
雇
用

の
安
定
の
た
め
に
、
会
計
年
度
任
用

職
員
は
、
解
雇
を
前
提
で
は
な
く
継

続
雇
用
の
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

高
田
総
務
部
長

　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
は
一

会
計
年
度
で
、
本
町
で
は
公
募
に
よ

ら
ず
勤
務
実
績
に
基
づ
く
再
度
の
任

用
は
、
２
回
ま
で
と
し
て
い
る
。

Q

A

男
性
ト
イ
レ
に
も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
順
次
設
置
し
た
い

内
うち

田
だ

　保
たもつ

 議員
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